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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

研研究究内内容容：：    

  

  

【【光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計】】  

光光フファァイイババ変変位位計計３３組組をを応応用用しし，，球球にに対対すするる XXYYZZ 方方向向((３３次次元元))感感度度がが等等方方的的なな変変位位セセンンササをを開開発発ししまますす。。現現在在，，幾幾

何何光光学学にに基基づづくくシシミミュュレレーーシショョンンにによよりり，，光光学学変変位位セセンンササのの特特性性をを研研究究ししてていいまますす（（図図１１））。。高高感感度度かかつつ等等方方的的３３次次

元元特特性性ををももつつ光光学学変変位位セセンンササのの実実現現にによよりり，，方方向向依依存存のの測測定定誤誤差差ををナナノノメメーートトルルオオーーダダーーままでで小小ささくくででききるる可可能能性性

ががあありりまますす。。応応用用例例ととししてて，，三三次次元元座座標標測測定定機機ののタタッッチチププロローーブブのの研研究究をを行行っっててききままししたた（（図図 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

図図 11..  反反射射光光線線のの幾幾何何光光学学的的なな導導出出                              図図 22..  33DD タタッッチチププロローーブブ（（応応用用例例））  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

光光フファァイイババをを応応用用ししたた等等方方的的３３次次元元特特性性ををももつつ変変位位計計にに関関すするる研研究究  
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キキーーワワーードド：：  光光フファァイイババ変変位位計計,,  ３３次次元元特特性性,,  等等方方性性  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・光光フファァイイババ変変位位計計のの高高感感度度化化・・設設計計・・試試作作  

・・各各測測定定対対象象形形状状にに対対すするる光光フファァイイババ変変位位計計のの特特性性シシミミュュレレーーシショョンン  

・・三三次次元元座座標標測測定定機機用用タタッッチチププロローーブブのの寸寸法法測測定定誤誤差差低低減減方方法法のの提提案案  
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